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Ⅰ．はじめに

保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に

関する法律の改正により、平成 22年度から看護職員の臨

床研修が努力義務となり、保健師の研修は系統的に実施さ

れつつある。平成 28 年 3月には厚生労働省（2016）から

「保健師に係る研修のあり方等に関する検討会」の「最終

とりまとめ～自治体保健師の人材育成体制構築の推進に向

けて～」が示され、各自治体には各々の状況に応じた保健

師の人材育成体制が求められることとなった。

また、看護系大学は「看護職全体に対する生涯学習を支

援する役割をもつ。看護職のキャリアアップにふさわしい

生涯学習支援の方法を開発していくこと」（看護学教育の

在り方に関する検討会， 2004）、「各大学においては、卒

業生が生涯を通じて看護専門職としての能力を向上させ、

発揮し続けることを組織的に支援するための体制等につい

ても今後検討すべきである」（大学における看護系人材養

成の在り方に関する検討会， 2011）と卒後教育への積極

的な貢献が求められている。しかし、看護系大学における

地域貢献・社会貢献活動の歴史は浅く、保健師の現任教育

にかかわる外部支援者としての大学教員の役割や支援方法

についての研究も十分ではない。

筆者らは、平成 15年度以降、A県内保健師の段階別研

修の企画・実施・評価への参画や県の現任教育担当部署の

保健師との共同研究によって保健師現任教育体制を構築し

てきた（山田ら， 2019）。この過程において、現任教育に

活用するための新任期及び中堅前期の保健師実践能力到達

目標のチェックシートを開発し、これを活用した職場内で

の新任期及び中堅前期保健師の支援方法の検討に取り組ん

できた。この実績を基盤として、行政保健師の現任教育に

かかわる大学教員の役割を明らかにしたいと考えた。

そこでまず新任期について、新任保健師を対象とした調

査（以下、新任保健師調査とする）を行い、開発したチェ

ックシートを用いて、新任保健師の実践能力の到達状況と

その発展にかかわる体験を明らかにし、新任保健師の実

践能力の発展を促進する有効な支援を検討した（山田ら， 

2020）。チェックシートは、12の大項目で構成し、就業 4

か月時点の到達目標（以下、4か月時点到達目標とする）

を 35項目、就業 11か月時点の到達目標（以下、11か月

時点到達目標とする）を 40項目設定し、到達目標ごとに

到達の有無（以下、到達度とする）をチェックできるシー

トとして作成した。12の大項目は、「1.所属組織と活動

の成り立ちの理解」「2.施策化」「3.地域のヘルスケア体

制整備」「4.健康危機管理」「5.地区活動の展開」「6.保

健福祉事業の展開」「7.個人 ･家族への援助」「8.他機関・
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他職種との連携・協働」「9.住民との協働」「10. 所属機

関中での連携・協働」「11. 倫理に適った看護実践」「12.

実践の中で研鑽する能力」である。チェックシートの記入

にあたっては、新任保健師と指導保健師が相談する機会を

もち相互に到達度を確認し共有することを求め、新任保健

師の育成は、その能力に応じたきめ細やかな指導を行う必

要があるため、所属長等が指導保健師を選任し任命するこ

とを求めている（岐阜県健康福祉部保健医療課， 2017）。

本研究は、新任保健師調査結果を新任保健師の指導保健

師に提示し、新任保健師の指導の現状を確認するとともに、

実践能力の発展を支援する方法についての指導保健師の意

見を把握し、新任保健師の実践能力の発展を支援する方法

及び外部支援者としての大学教員の役割を検討することを

目的とする。

Ⅱ．研究方法

1．対象

平成 26年度に A県内の自治体に採用された保健師（以

下、新任保健師とする）29名の指導保健師のうち、本研

究への協力に同意が得られた者 6名を対象とした。

2．データ収集方法

新任保健師調査結果を報告し、新任保健師の指導の現状

や実践能力の発展を支援する方法について指導保健師の意

見を得ることを目的に、新任保健師指導者検討会を実施し

た。検討会における話し合いで対象者が発言した内容を

データとした。話し合いの内容は、対象者の許可を得て

ICレコーダーに録音し逐語録を作成した。

3．分析方法

逐語録を熟読し、対象者の発言を意味内容のまとまりで

一つのデータの単位として抽出し、意味が通じるように必

要に応じて表現を整え、意味を損なわないように要約した。

表 1に示すとおり、新任保健師調査の結果から、到達

目標の大項目 2.施策化、大項目 7.個人・家族への援助、

大項目 9.住民との協働に関する支援の現状や支援方法に

ついて、研究者側から意図的に問いかけて話し合いを行っ

たため、これらの各大項目に関して出された意見の要約と、

それ以外の意見の要約を分けて、意味内容の類似性にそっ

て分類整理した。

要約、分類の作業において、研究メンバー間で適切性・

妥当性の確認をしながら分析を進めた。

4．倫理的配慮

新任保健師の指導保健師に対して、各職場を訪問し、本

研究の目的・方法、個人情報の保護、自由意思の保障、結

果の公表等について、文書と口頭で説明し、書面にて同意

を得た。所属長に対して、研究の概要、倫理的配慮等につ

いて文書と口頭で説明し、研究協力について書面で承諾を

得た。新任保健師に対しては、新任保健師調査実施時に、

その結果を集約し指導保健師と共有し支援について検討す

ることを説明した上で同意を得た。本研究は、岐阜県立看

護大学倫理審査部会の承認を得て実施した（平成 26年 7

月、承認番号 0104）。　

Ⅲ．結果

1．新任保健師指導者検討会の実施

新任保健師調査結果をふまえ、表 1のとおり新任保健師

指導者検討会を企画・実施した。参加した指導保健師 6名

は全員市町村保健師であった。話し合いは 75分間で、2

グループに分かれて、指導保健師は各グループ 3名ずつ参

加した。研究者である大学教員は、各グループに 4名ずつ

参加した。1つのグループには、オブザーバーとして、県

現任教育担当課の保健師 1名が参加した。

表 1　新任保健師指導者検討会の概要　

日時 平成 29 年 9 月 11 日（月）　13：30 ～ 15：30

内容 1．研究概要および新任保健師調査結果の概要説明（全体説明）　

・保健師実践能力到達目標チェックシートの到達状況

・到達目標達成に向けた取り組み及び取り組みにおいて得た支援から抽出した有効な支援　

2．実践能力の発展を支援する方法について話し合い（グループワーク：75 分間）

・有効な支援に関する意見・感想（疑問を含む）

・特に、到達状況が低い傾向にあった「大項目2.施策化」「大項目9.住民との協働」と、保健師活動の基本であり、

全保健師が確実に身に付けるべき能力として新任保健師研修においても強化している「大項目 7. 個人・家族

への援助」にかかわる支援の実態や有効な支援方法についての意見交換
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2．話し合いにおける指導保健師の意見

6 名の保健師から得られた意見は 70件であった。到達

目標の大項目 2、7、9に関する意見以外の意見は、新任保

健師の指導の現状、新任保健師の指導における困難・課題

に大別された。以下、大分類を［　］、分類を＜　＞で示

し説明する。

1）新任保健師の指導の現状

表 2に示すとおり、新任保健師の指導の現状に関する意

見は 17件であった。［新任保健師の実践能力の判断方法］

は、＜新任保健師の入職前の経験をふまえて実践能力を判

断する＞＜保健師としての実践能力の到達状況を見極め

る＞であった。［新任保健師に対する指導方法］は、＜行

政職員対象の研修への参加を促しその学びを確認する＞

＜新任保健師と指導保健師が業務を一緒に実施しながら

確認する＞であった。［新任保健師を指導する体制］は、

＜指導保健師・メンターがついて指導する体制がある＞

＜カンファレンスは新任保健師や他参加保健師がお互いに

育ちあう場になっている＞であった。［到達目標チェック

シートの活用方法］は、＜到達目標の自己評価に対して指

導保健師からみてできていることを確認する＞＜到達目標

表 2　新任保健師の指導の現状

大分類 分類 要約

新任保健
師の実践
能力の判
断方法

新任保健師の入職前の経験をふ
まえて実践能力を判断する

新人に看護師経験があるからできて当然とは思わず新人一人一人によって違うと考
えている。

新人の経験を踏まえて母子保健推進員研修の講師などの役割を与えている。

保健師としての実践能力の到達
状況を見極める

看護師経験を経て新人保健師として就職してくる者は、肝が据わって飲み込みも早
くてよいが、困っていることやわからないことを聞いても「ない」と言う。看護師
ではなく、保健師としての課題がクリアできているかを見極めるのが大事だと感じ
ている。

新任保健
師に対す
る指導方
法

行政職員対象の研修への参加を
促しその学びを確認する

行政職員としての研修は市でも県でもいろいろあり、出席させている。同期のつな
がりをつくって仕事の上でも助けてもらえるように促している。最近の職員は「報
連相」ができず起案書にもルールがあるが無視したりするので、行政職としてのルー
ルを身に付けられるように、職域を超えた研修やそこでできる関係が必要なのでは
ないかと思って研修に参加させている。

行政職員としての研修（市の成り立ち、防災等）が、自分たちの頃より多くあり、
詳しく知っているのではないかと感じるので、何を学んだのかを教えてもらうよう
にしている。

新任保健師と指導保健師が業務
を一緒に実施しながら確認する

自職場の対象保健師は、前職があって入職しているため、習得も早く自分の意見も
もっておりしっかりしていたので、指導するというよりも一緒に（業務を）やりな
がら確認をしていくというような形だった。

新任保健
師を指導
する体制

指導保健師・メンターがついて
指導する体制がある

自治体として、課内・外のメンターを置くしくみがある。保健師の場合は保健師の
指導者のほかに、メンターが 2名いることになる。

新人であっても受け持ち地区住民であれば困難事例を担当する。新人には必ずメン
ターがつき一緒に考えながら新人が自立して対応できるようにしている。

カンファレンスは新任保健師や
他参加保健師がお互いに育ちあ
う場になっている

カンファレンスをすることで新人が聞きにくいことも聞いてよかったとわかるよう
になり、関係ができてお互いに育ちあうようになっている。

ケースカンファレンスを重ねて情報共有し深め合い、新任保健師が対象に踏み込ん
でいけるように助言することで、アセスメントできるようになり本当に育っていく。

到達目標
チェック
シートの
活用方法

到達目標の自己評価に対して指
導保健師からみてできているこ
とを確認する

所属部署の活動の成り立ちの理解の項目では、4 か月ではできるにならなかったが、
研修で聞いているよねと経験していることを指摘した。

到達目標の自己評価から指導保
健師の指導を確認する

チェックシートは、指導保健師の評価とも考えられ、新任保健師が到達できていな
い項目があれば、指導者として（機会・指導を）提供できていないという捉え方を
しなければいけないものなのかとも思える。

配属が保健センターか地域包括支援センターかによっては、該当するのかと思う項
目（到達目標）もあったが、どの項目も保健師としては大事なことであり、指導保
健師自身ができていないと、新任保健師には教えられない、気がつかないと感じた。

到達状況の実態が示されたが、本来（チェックシートは、新任保健師が）到達でき
るようにする目安が示されており、保健師を育てるという目線からすると、この時
期に到達できるようにしなければいけない。到達するために（指導保健師や職場が）
どうすればよいかということである。

チェックシートを活用すること
により何を指導することが大事
かを再認識する

新任保健師の指導にあたって、今までは保健所の様式にそって指導してきたが、今
回この様式で、保健師として、行政職としてという内容が含まれていたので、行政
職員として広い視野で指導をしていくのが大事だと再認識した。

その他

新任保健師の指導をきっかけに
保健師の活動について上司に認
めてもらえるようにする

新任保健師の報告をきっかけに、行政保健師が対応すべき訪問内容について話し合
うこともある。統括保健師に行政保健師として必要性を判断してやっていることを
認めてもらえるようにしたいと考えている。

到達状況の報告から自職場の評
価基準を考え直した

（研究対象全保健師の）到達状況の報告を聞き、自職場は基準が緩く、指導保健師が「到
達した」と判断してしまったのではないかと思った。しかし、「到達に向けた取り組み」
と「取り組みにおいて得た支援」の報告を聞いて、そんなこともないのではないか
と感じた。
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の自己評価から指導保健師の指導を確認する＞＜チェック

シートを活用することにより何を指導することが大事かを

再認識する＞であった。［その他］は、＜新任保健師の指

導をきっかけに保健師の活動について上司に認めてもらえ

るようにする＞＜到達状況の報告から自職場の評価基準を

考え直した＞であった。

表 3　新任保健師の指導における困難・課題

大分類 分類 要約

助言の方法に
関すること

実践を進めるように助言して
よいか判断が難しい

新人のメンタル的な部分に配慮しなくてはならず、住民と接するように指導者が後
押ししても大丈夫か判断が難しい。

実践能力を高めるために必要
なことを助言したが新任保健
師が必要性を理解できない

他課の保健師と個別援助なども含めて連絡を取り合い、助言を得てほしいと思い、
連絡を取るように声をかけたが、新任者は、なぜ他課の保健師に聞かなければなら
ないかの理由がわかっていないので支援が難しい。

文書作成・表
現力の指導に
関すること

文書作成・表現力の指導に困
難を感じる

新人が書いた文章を（他者が）読める文章になるよう指導者が赤字で修正すること
は指導者にとっても大変な作業であるし、指導者による修正が多く入ると新人本人
も嫌な思いをする。

文章表現が下手な新人に文書の書き方を指導するのに苦労するが、だんだん書ける
ようになってくる。

到達目標を達
成するための
機会が少ない
ことへの対応
に関すること

到達目標を達成するための機
会が不十分な場合は補足が必
要である

入庁時に行政職員としての全体的な研修があり、行政計画、事業計画のことは説明
されているが、細かいこと、実際の業務上のことまでは説明する機会がない。他が
どのようにやっているのか知りたい。

（行政職員としての研修が多くあるが）行政職員の研修では保健師の役割は伝えられ
ていないので、その研修を踏まえたうえで保健師としての役割を補う必要はあると
思う。

新任保健師の
到達目標の自
己評価に関す
ること

新任保健師の自己評価が厳し
く「できていない」としてい
る

本人が控えめにつけてくるので、チェックが辛くなってしまう、自分でやっていな
いとできているにしていない。

所属部署の活動の成り立ちの理解の項目では、本人がこの部分は十分に理解できて
いないと答えるとできていないとなる。

新任保健師が到達目標を理解
した自己評価ができていない

（新任保健師は）事例への対応はできているのに、事例対応で行ったことと（チェッ
クシートにある到達目標の内容）がつながらず、チェックシートにどのことを書い
ていいかわからない。

自らの体験の意味を理解して文章が書ける新人だとよいが、指導者が新人の体験か
ら（到達目標に該当する）意味を考えるのは難しい。

到達目標チェッ
クシートを活
用した指導に
関すること

到達目標に対して何を基準に
評価すればよいか難しい

新任者が書いたものを確認しているが、何をしていればできたとしてよいのかがあ
いまいで何をどう書けばいいのかわからない。

各項目の経験例も見ているが、本人が書いたものを確認しているので、書いた内容
がそれでいいのかわからない。

他課との連携について、指導者の担当事例について、他課の保健師と同行訪問した
事例を説明して共有したことで、できた、とチェックしたがそれでよいのか。

参加した事業はとにかく事業を見ればよいのか、健診会場でスタッフとして対応し
た場面と窓口で対応した場面を分けて項目にあてはめたが、どうわけたらよいのか。

スタッフとして加わった事業と参加した事業はどう違うのか、使い分けされている
のかどうかがわからない。

ルーティン化している業務は多く、その業務の必要性を確認しているが、施策化ま
では難しい。どこをもって施策化とするか。関係機関との調整も含めて業務の必要
性を確認することまでしかできていないが、これでいいのか気になっている。

新任者によって自己評価が高い場合と厳しい場合があり、先輩保健師もどう考えた
らよいか迷う。

チェックシートを活用した指
導が大変である

チェックシートの内容が多すぎて業務の中で確認する作業は大変であり、表現が上
手ではない新任者は新任研修のレポートの添削も大変。

この項目にこの答えが正しいか、これはどういうことを意図しているかから考えて
話し合い、それを 2名の新任者にやるのはとても大変な作業である。

チェックシートの到達目標が
多く違いがわからないものも
ある

項目数が多すぎて、項目の違いが判らない、この項目は何を言っているのか読み取
れない。

到達目標チェッ
クシートへの要
望

新任保健師が経験する具体的
な行為をチェックするような
ものであるとよい

新人は何もできないため、チェックシートには何ができるとよいか、具体的な行為
を一つ一つチェックしていけるようなものがあればうれしい。

チェックシートの記載例のよ
うなものがあるとわかりやす
い

以前の新任者の書いたチェックシートなどのひな型的なものをもらえると、本人と
確認できるので、指導者が新任者にどう接していくかがわかりやすい。

経験状況から段階評価できる
とよい

成績表のように 5 段階評価にして、経験していれば 1、実際に自分でその場でやって
いれば 4などにして、特記事項でどんな状況か書くなら書きやすいと思う。

組織の体制・
活動体制に関
すること

活動体制により到達が難しい
項目がある

地区分担制と業務分担制を併用しているが、毎年度受け持ち地区と受け持ち業務が
変わる体制である。積み重ね、評価ができないため施策化までいかない。

新任保健師の到達状況は組織
として保健師全員で考える課
題である

（指導保健師の）私自身、保健師全体として、到達目標が到達できていない内容もあり、
新任者に指導できない項目もあった。そのため、到達できたかどうかを考える上で、
組織全体としてみんなで考えていかなければいけない大きな課題だと感じた。組織
全体として課題が残っていると痛感した。
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2）新任保健師の指導における困難・課題

表 3に示すとおり、新任保健師の指導における困難・課

題に関する意見は25件であった。［助言の方法に関するこ

と］は、＜実践を進めるように助言してよいか判断が難し

い＞＜実践能力を高めるために必要なことを助言したが新

任保健師が必要性を理解できない＞であった。［文書作成・

表現力の指導に関すること］は＜文書作成・表現力の指導

に困難を感じる＞であった。［到達目標を達成するための

機会が少ないことへの対応に関すること］は、＜到達目標

を達成するための機会が不十分な場合は補足が必要であ

る＞であった。［新任保健師の到達目標の自己評価に関す

ること］は、＜新任保健師の自己評価が厳しく「できてい

ない」としている＞＜新任保健師が到達目標を理解した自

己評価ができていない＞であった。［到達目標チェックシー

トを活用した指導に関すること］は、＜到達目標に対し

て何を基準に評価すればよいか難しい＞＜チェックシート

を活用した指導が大変である＞＜チェックシートの到達目

標が多く違いがわからないものもある＞であった。［到達

目標チェックシートへの要望］は、＜新任保健師が経験す

る具体的な行為をチェックするようなものであるとよい＞

＜チェックシートの記載例のようなものがあるとわかりや

すい＞＜経験状況から段階評価できるとよい＞であった。

［組織の体制・活動体制に関すること］は、＜活動体制に

より到達が難しい項目がある＞＜新任保健師の到達状況は

組織として保健師全員で考える課題である＞であった。

3）実践能力到達目標の大項目に関する意見

到達目標の大項目 2.施策化に関する意見を表 4に示し

た。［新任保健師に対する指導方法］は、＜確認するとよ

表 4　大項目 2. 施策化に関する指導保健師の意見

大分類 分類 要約

新任保健
師に対す
る指導方
法

確認するとよい資料と確認方法
を示す

自分の部署の計画や予算書を手元に持たせて、事業実施時に確認させるようにして
いる。新任保健師もマーカーをひくなどしてみているようであった。

災害マニュアルは分量が多く渡せないので日直の時に読むように伝えるなどしてい
る。このような方法でよいと思った。

新任保健師が自主的に調べたりみたりできるように、計画書等がどこにあるかは伝
えている。内容まではみていないかもしれないが、今の時点ではいいだろうと思っ
ている。

事業計画作成・実施・評価にお
ける考え方を伝える

がん検診を予約制にするという方法の変更に際して、予約制にする目的や予約制に
よるメリット・デメリットを整理しておくこと、変更後の住民の反応を捉えること
など改善を意図して展開する事業のプロセスを理解し、課内への徹底や住民への説
明ができるようにしておくことを伝え、「施策化」の項目がカバーできるようにした。

事業には自分の願いや思いを込めるように伝えている。

新しい事業をやりたいという根拠があり、こういう思いでこういう風にしたいから
始めたのだから、その思いを周囲の関係者に伝えて目的が達成できるように責任を
もってやるようにといつも話している。

新任保健師が入職前の事業の課
題を説明する

がん検診を予約制にする前の状況を新人保健師は経験していないので、どのような
問題があったかを詳細に説明した。変更する理由は話して聞かせたつもりである。

住民の反応から評価し自信がも
てるように、報告書に住民の反
応を記録するように指示した

がん検診の方法変更後は報告書に住民の様子や捉えた声を書くように指示した。変
更後の方法が住民にとってよいということを、新人保健師自身が納得して自信をもっ
て業務を遂行できている。自信をもって事業を担当するという土台をつくってあげ
ることができたと思う。

事業実績をまとめ課題を把握す
るように指示する

自分が担当する事業実績をまとめる作業を通じて施策化について学ぶ機会がある。

事業まとめを毎年作成しており、昨年度の実績と課題を把握してもらったのち、事
業計画作成の時期に今年度の実績と課題を出してもらうことで、事業目的、展開、
予算、法的根拠を理解してもらうようにしている。

新任保健
師を指導
する体制

個別援助や教室等の事業後に指
導者や上司に報告し意見交換で
きるようにする

個別事例に関しても、指導者や係長と話をする機会があったので、その中で指導者
や係長が意見を言い、新任保健師は取り入れて支援を行っていた。

新任保健師には、1 年目は主に介護予防業務を担当してもらった。最初は一緒に教室
に出向き、帰ってくると、係長の前で雑談のような感じではあるが、「今日はどうだっ
た」「こうだった」という会話をしていた。

助言は、介護予防教室は複数あるので他の教室の状況を聞いてみるように促したり、
今までの経験でよかったことやだめだったことを伝え、試行してみることや新しい
方法がよいのではないかと意見を伝えたりした。新任保健師が主担当であるが、係
員一緒に積み上げてきたように思う。

事業報告書を作成する際には全員で話し合って事業の検討をしている。

到達目標
達成のた
めの経験

業者との調整を含む事業の見直
しにより到達目標達成に向けた
経験ができた

（がん検診の見直しは）業者との調整などすべて入ってくるので経験ができた。新人
保健師なりに情報収集をし根拠を明確にして次の計画につなげようと動けていたと
思う。

行政研修で学べていると考えて
いる

市全体の新人研修で、市役所の課題を改善していくための計画をたてるということ
をやっているので、その研修で（施策化）について学べているのではないかと思っ
ている。
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い資料と確認方法を示す＞＜事業計画作成・実施・評価に

おける考え方を伝える＞＜新任保健師が入職前の事業の課

題を説明する＞等であった。［新任保健師を指導する体制］

は、＜個別援助や教室等の事業後に指導者や上司に報告し

意見交換できるようにする＞であった。［到達目標達成の

ための経験］は＜業者との調整を含む事業の見直しにより

到達目標達成に向けた経験ができた＞＜行政研修で学べて

いると考えている＞であった。

到達目標の大項目 7.個人・家族への援助に関する意見

を表5に示した。［援助場面における指導］［指導・支援体制］

［訪問記録による指導］に大別された。

到達目標の大項目 9.住民との協働に関する意見を表 6

に示した。［新任保健師が可能な経験］［新任保健師が経験

することの困難さ］［組織として住民との協働を実践する

困難さ］［保健事業以外での経験による評価を助言］に大

別された。

Ⅳ．考察　

1．新任保健師の実践能力の発展を支援する方法

指導保健師との意見交換の結果、指導保健師は新任保健

師の指導に困難を感じながらも、様々な工夫により新任保

健師の体験を充実させ、チェックシートに示す実践能力の

到達目標を達成できるように支援していることがわかっ

た。具体的な方法は、表 2の［新任保健師に対する指導方

法］にあるように行政職員としての研修の活用、表 2及び

表 4［新任保健師を指導する体制］に示すようにカンファ

レンス等職場全体での話し合いや先輩・上司に報告・相談

できる場の設定、表 4［新任保健師に対する指導方法］に

あるように確認するとよい資料や確認方法を示したり、新

任保健師自身が考えられるように指導保健師・先輩保健師

としての考えを伝えること等であった。そして表 2に示す

ように＜新任保健師の入職前の経験をふまえて実践能力を

判断＞したり、表 5に示すように＜訪問記録による指導＞

によって個々にそった支援方法を検討し実施していると考

表 5　大項目 7. 個人・家族への援助に関する指導保健師の意見

分類 要約

援助場面におけ
る指導

新人の住民への接し方を見ながら指導者が後押しするか見守るか判断している。

訪問は初めは指導者の対応を見せてから、新人に少し話をさせて対象との関係をつくるように促し、関係ができ
たら本人に主体的に動いてもらう。

指導・支援体制
保健師数が少ないため新人 1 年目から困難事例を受け持たざるをえないが、指導者、上司、保健師以外の職員が
サポートしている。

（家庭訪問に関して）カンファレンスを行いどのようなケースだったか皆で振り返りを行い深め合っている。

訪問記録による
指導

訪問記録は、はじめは指導者が書いて見本とし、次から新人主体で書いてもらう。

経験年数に関わらず訪問記録は係長がチェックし助言している。

訪問記録は初めは指導者が書き、次は新人が書いた記録に指導者が書き加え、以降は報告を受けるのみとしている。

表 6　大項目 9. 住民との協働に関する指導保健師の意見

分類 要約

新任保健師が可能な経験
1 年目であれば担当者会議に行ったり困難事例で民生委員に連絡をとったり教室を行うときに住民から意
見を聞いたりということはある。

新任保健師が経験するこ
との困難さ

1 年目では母子保健推進員の担当はあるが民生委員やボランティアとかかわることはまずない。新任保健
師は、住民と協働していく素地、共感したり共有したりという人と人との土台がまだない、対人のスキ
ルがほぼないので、この項目は難しい。

11 か月時点目標 No.33 に挙げられている「保健活動の協力者・理解者となってくれそうな人」は困難事
例ぐらいしか関わる機会がないので、評価に際して何をもってできたとするか困る。

組織として住民との協働
を実践する困難さ

住民が参加はしていても協働まではいっていないのではないかという事業が多く、先輩保健師も住民と
の協働ができていると問われると難しい。

住民との協働をやっているかと言われると一番自信がないところである。自主グループの育成は簡単そ
うで一番難しい部分である。母子保健推進員は健診の手伝いだけなので協働というと難しい。

年数を経ると民生委員とのかかわりも増えていき顔もわかってくる。認知症の家族会などにも参加する
ようになる。総合事業が始まり自主的な活動を進めなくてはならないが、時間がかかるものでありそこ
まで（住民と協働するところまで）至っていない。

住民との協働は、団体も少ない中で業務担当をしていない保健師がかかわる機会は少なく、学びを助け
ることができなかった。

母子保健推進員との関わりが該当する。母子保健推進員には乳幼児健診未受診者の訪問をしてもらって
おり、保健師はその報告を受けるという関わりになるが、協働と言えるかどうかわからない。

住民との協働が弱く、業務に追われる中で、母子保健推進員や自主グループなどと関わる機会は少ない
ので、機会として持っていくことをしなくてはいけない。

保健事業以外での経験に
よる評価を助言

住民と協働して行っている事業が乏しい。そのため、保健師活動にかかわらず防災訓練での経験で評価
するように助言した。
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えられた。個別性に応じた人材育成について、保健師に係

る研修のあり方等に関する検討会（厚生労働省， 2016）も、

保健師免許取得までの背景の多様化等により新任期の保健

師については個別性にも着目した人材育成のあり方の検討

が必要であること、加えて新任期に限らず各保健師の基本

的能力の習得状況を確認しつつ、個別性に着目した人材育

成を行うことが重要であると指摘している。

新任保健師の個別性も踏まえた上で実践能力の発展を支

援するためには、新任保健師自身が目指す保健師像や自ら

の能力の自己評価の状況、それに基づくキャリアプランを、

指導保健師と共有することが必要であると考える。指導保

健師は、新任保健師の考えや状況を把握した上で、他者評

価を伝えて到達状況を確認したり、未到達であったり不十

分な能力を高めるために、どのような経験・取り組みが必

要か、可能かといった具体的な方法を提案する等の助言指

導を行うことが必要である。看護職には、看護基礎教育を

基盤として、自らの能力を高め続けることが求められてお

り、自分自身の能力をどのように高めるか、自己評価に基

づき主体的にキャリアプランを立てることが求められてい

る。しかし病院と異なり、自治体の場合、特に市町村では、

保健師育成指針やキャリアラダー等が定められているとこ

ろは少なく、新任期の保健師にとっては、自分一人では現

実的なキャリアプランを描きにくい状況があると推測され

る。このような自治体の状況もふまえ、新任保健師が就職

後どのように成長していくか、本人自身の目標・プランを

基盤に、指導保健師の立場から目標・プランの共有、進捗

状況の確認、到達に向けた助言という面から支援すること

が有効である。

また、新任保健師一人ひとりに指導保健師が付いて指導・

支援が行われているが、指導保健師は悩み迷いながら指導

にあたっていることが今回の結果からもわかった。そして、

表2＜到達目標の自己評価から指導保健師の指導を確認す

る＞に示されるように、指導保健師は真摯に自らの指導を

振り返っていた。長谷川（2020）が、新任期の保健師現

任教育の課題解決に向けた取り組みとして「プリセプター

等の指導担当者が自己の成長を認識できるような機会を設

けることが必要」と述べているように、新任保健師の指導

を通して自己の成長を感じられるようにすることは重要で

ある。

そして、新任保健師に限らず一人ひとりの保健師が能力

を高め成長していくためには、職場全体で共に育ちあうと

いう組織文化が必要となる。新任保健師の指導・支援にあ

たっては先述のように指導保健師が決まっているが、表 3

にあるように指導保健師は＜新任保健師の到達状況は組織

として保健師全員で考える課題である＞と考えており、職

場全体で育成方法を検討・共有することが重要であると考

える。今回の意見からは、カンファレンスを実施したり事

業の検討を全員で行う等の方法がとられていたが、これら

は新任保健師の支援でもあり、経験年数によらず全保健師

にとって学びの場となるように、進め方を工夫することが

可能であると考えられる。

今回、到達目標の大項目に関する意見の中で、大項目

9.住民との協働については、先輩保健師も十分できてい

ないという現状から、新任保健師への助言・指導の難しさ

が述べられた。このような項目については、職場全体で検

討し、事業担当、地区担当、統括・管理的立場等、各々の

立場で何ができそうか検討することも必要であると考え

る。

2．外部支援者としての大学教員の役割

筆者らが県保健師と共同で開発したチェックシートは、

県新任保健師研修会を実施する7月と 2月にあわせて就業

4か月時点と 11か月時点で自己評価し、その結果を指導

保健師と確認して助言を得て、保健師としての実践能力を

高めることに活用できるよう、県現任教育担当課や保健所

から説明し活用を促進している（岐阜県健康福祉部保健医

療課， 2017）。今回把握した指導保健師の意見から、新任

保健師の指導においてチェックシートを活用していること

は確認できた。しかし、「新任者が書いたものを確認して

いるが、何をしていればできたとしてよいのかがあいまい

で何をどう書けばいいのかわからない」「新任者によって

自己評価が高い場合と厳しい場合があり、先輩保健師もど

う考えたらよいか迷う」等、使用にあたっては困難や課題

を感じていることもわかった。チェックシートには到達目

標の到達に近づくために経験するとよいことを経験例とし

て示しているが、それだけではなく、経験や自己評価から

到達度をどう判断するかの基準が求められていると考えら

れた。チェックシートは、新任保健師が自己評価し、その

後指導保健師のフィードバックを受けて両者で成長を確認

し、さらなる成長を促進するためのものであると位置づけ

ており統一した評価基準は設定していない。しかし今回、
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この点に関連して疑問や困難感が出されたため、全県的に

実態を把握し課題を明確にする必要があると考えられた。

外部支援者である大学教員としては、県現任教育担当課と

協働して、俯瞰した立場からチェックシートを活用した指

導の実態を把握して課題を明確にし、より実態に即したチ

ェックシートを活用した指導方法を提示する必要があると

考える。

また、今回の意見交換により、新任保健師の指導にあた

り指導保健師が様々な工夫をしていることが明らかになっ

た。これらの工夫をとりまとめて整理し提示することによ

って、指導に困難を感じている自治体、指導保健師への一

助となると考えられる。特に、到達状況が低い傾向にある

大項目については、今回得られた意見から到達度を高める

上で有効な経験内容や支援方法を示し活用できるようにし

たいと考える。比較的一定の間隔で新任者を採用している

自治体では、新任保健師の指導・支援経験を積み重ねてい

くことができるが、小規模自治体等では数年ぶり、十数年

ぶりに新任者を採用するということもあるため、他自治体

での工夫や支援方法が参考になると考えられる。県現任教

育担当課と協力し、各職場で新任保健師の指導で工夫して

いること・有効な支援を収集・整理し、チェックシートを

活用した指導方法に盛り込んで提示することが可能である

と考える。大学教員としては、看護基礎教育や大学院教育

を担う立場から、現任教育としてどのようなことが必要か、

有効な方法はどのようなものかについて検討し提案する役

割があると考える。
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